
可
観
小
説
巷
日
四

お
寄
候
故
、
経
末
n正
陀
及
巾
候
。
以
上
。

て
牧
野
婆
潜
小
体

地

Jl~ 

先
生
姓
は
牧
野
氏
名
は
成
仁
、
後
、
必
a
仁
字
-
成
慌
に
改
む
。
字
は
養

階
、
父
名
某
制
伊
左
一
+
女
一
彦
摂
侯
訓
伊
芭
興
医
事
ふ
。
左
平
次
卒
し

て
後
、
秩
二
百
五
十
石
を
食
て
使
林
と
な
れ
り
。
駿
州
の
産
也
。
延

由
民
四
年
丙
反
彦
根
の
士
数
十
人
、
有
ν故
酔
し
去
る
。
先
生
も
共
人

也
。
彦
根
侯
大
に
怒
て
追
て
仕
詮
を
格
す
。
先
生
京
区
赴
て
山
崎
町
晶

が
門
に
遊
感
す
る
と
と
数
年
也
。
務
剛
山
年
紳
道
を
軒
で
新
に
赤
織
を

立
つ
。
先
生
不
v
敢
、
専
ら
程
朱
の
離
を
締
宇
。

-M卒
し
て
一
歳
を

経
、
天
和
年
中
先
生
本
務
陀
来
位
す
。
窓
側
腿
及
郷
部
餐
叔
司
習
知

の
故
也
.
信
従
す
る
者
頗
る
多
し
。
本
務
理
問
申
を
喝
る
貨
に
此
K
迭

す
。
執
郡
川
以
後
守
村
引
税
長
阿
川
昌弘
骨
之
一
分
a
宅

-
w
p使
昌
之
安
成
三
冗
株

三
年
市
民
午
六
十
二
歳
、余
兄
弟
初
て
賛
見
す
。
余
年
十
六
歳
也
。
先
生

需
ν
人
端
正
盛
厚
寡
言
、
寓
a
子
本
務
-
十
有
七
年
、元
株
丁
丑
の
比
、
延

君
彦
根
侯
の
召
陀
図
て
的
復
す
。
本
姓
陀
復
し
て
牧
野
志
平
次
と
同
情

す
。
流
寓
の
聞
は
初
日
初
黒
氏
吋
組
来
事
居
間
地
張
公
光
友
一
回
米
地
を
期
間
黒

の
邑
に
受
〈
凶
て
叫
刑
務
。

-
、
雄
三
淑
の
と
と

る
。
一
践
を
総
て
隙
mwを
納
る
。
主
計
と
不
v
合
去
て
京
民
的
る
。
何

家
品
川
鈎
父
母
の
援
を
閥
〈
陀
至
る
。
宇
一
則
前
期
引
上
正
利
の
患
を
好
む

W

舶を
聞

τ、
乃
京
都
民
赴
吉
井
上
の
鈴
に
直
訴
し
て
目
。
某
相
有
a
父

母
-
而
饗
ふ
陀
無
v
使
、
附
ふ
事
へ
ん
と
。
正
利
回
よ
り
籾
が
謬
裁
を
知

て
許
v
之
。
其
後
曾
津
侯
保
科
正
之
、
正
利
陀
因

τ柄
を
得
ん
事
を
諸

ふ
。
正
利
関
す
。
拘
間
際
す
。
料
招
=
一
度
に
及
ぷ
。
総
花
合
法
陀
至

る
。
的
ひ
て
hh
v
=
一
月
は
在
z
京
師
一
合
体
侯
の
製
裁
は
、
皆
初
之
功
也
。

侯
卒
し
て
後
嗣
沼
正
信
不
ν
釘
炉
事
、
故
に
利
去
て
的
v
京
。
此
後
不
v
求
ν

仕
。
判
後
改
v
廿
針
。
晩
年
利
道
を
肝
み
て
大
に
門
弟
子
と
股
離
す
、
可
v

n
閣と一
E

。可
制
小
読
谷

H
四

四
六
回

先
師
常
に
目
。
主
敬
の
工
夫
非
二
般
一
其
婆
心
誠
を
し
て
丹
悶
に
下

し
若
く
る
に
在
り
、暫
も
放
散
す
る
と
と
無
〈
し
て
其
功
を
見
る
。且

笑
て
目
。
近
年
例
氏
の
内
盛
三
と
云
者
、

一
訴
を
起
し
て
袋
三
汲
と

云
。
以
徒
絵
日
相
変

τ
勇
猛
心
と
一
宮
と
と
を
エ
夫
し
、
政
a

四
肢
-
悠
ω

目
比
百
一
下
"
策
丹
悶
-
心
裏
不
ν
前
廿
昌
一
物
-
を
、
nん
を
名
け
て
勇
猛
竪
朋
之

文
仁
王
座
腕
と
鋭
す
。
方
外
之
業
不
ν
足
E

以
桝
一
是
非
v

工
夫
と
去
。

敬
し
て
不
恭
の
延
し
き
な
り
。
唯
り
共
心
を
丹
聞
に
下
し
者
る
の
工

夫
は
主
敬
の
姿
也
。

一
、
山
崎
開
府
仰
を
去
っ
て
協
に
腕
す

先
側
目
。

山
崎
間
鴨
川
初
、
幼
仰
の
時
、
父
母
命
じ
て
併
と
し
叡
山
に

位
せ
し
む
。
子
時
腕
宗
の
大
泊
院
と
い
ふ
も
の
、
出
世
山
へ
登
て
凡
凡
を

閥
、
大
陀
具
と
し
己
が
弟
子
と
す
。
共
後
初
妙
心
苛
民
軍
り
、
欲
v
納
品

目
百
般
袋
信
徒
大
に
笑
て
目
。
不
v
尚
=
五
十
段
-
則
不
v
許
v
刊
川
正
梨
鍛
一
何

汝
之
卒
爾
故
。
初
開
て
笑
て
問
。
緋
ν
相
官
有
=
年
之
老
批
何
回
乎
と
。
乃

去
て
大
徳
寺
に
至
る
。
寺
中
の
品
問
徒
刊
官
級
鱗
の
訴
を
聞
て
不
s
敢
入
'

門
。
相
怒
て
問
。
非
e
仰道=一
間
無
道
放
と
、初
て
郎
ν
館。

門正
郎
ν
正
之
一

端
也
。
待
て
土
州
刺
史
蚊
白
の
老
隠
野
中
主
制
、
好
ν
閉
伊
小
事
を
雄
山
川

す
れ
ど
も
無
ν
師
、
治
下
に
拘
あ
る
都
を
附
て
防
相
す
。
籾
土
州
民
至

四
六
五




